
 

 
 

平成２９年度日本植物病理学会関西部会プログラム 

 

日 程  平成 29 年 9 月 19 日（火），20 日（水） 

 

会 場  大阪府立大学 中百舌鳥キャンパス  

  〒599-8531 大阪府堺市中区学園町 1-1 （http://www.osakafu-u.ac.jp/） 

 

受 付  B3 棟 1 階 南エントランス 

 

事務局  B3 棟 1 階 107 小講義室 

 

第 1 日（9 月 19 日） 

11:30～  受付開始  B3 棟 1 階 南エントランス 

13:30～14:30 総会     B1 棟 2 階東大教室 
   シンポジウム B1 棟 2 階東大教室 

   部会長  柘植 尚志 氏  

   テーマ：宿主特異的毒素獲得による Alternaria alternata の病原菌化は適応進化か？ 

14:50～18:02 一般講演 

第 1 会場 （B3 棟 117 大講義室） 第２会場 （B3 棟 118 大講義室） 第３会場 （B3 棟 116 中講義室）

101～116 
感染生理，病原性・抵抗性 
（菌類病，細菌病，植物保護） 
 

201～216 
病原体の性状，感染生理， 
病原性・抵抗性 
（細菌病，菌類病，ウイルス病） 

301～316 
分類・同定，検出・診断，発生生態，

防除薬剤・薬剤耐性，生物防除・ 
防除法 
（菌類病，細菌病，ウイルス・ 
ウイロイド病，植物保護） 

18:30～20:30 情報交換会 （C1 棟 学術交流会館 1 階 多目的ホール） 

 
 
第 2 日（9 月 20 日） 

9:30～11:54 一般講演 

第１会場 （B3 棟 117 大講義室） 第２会場 （B3 棟 118 大講義室） 第３会場 （B3 棟 116 中講義室）

117～128 
感染生理，病原性・抵抗性， 
生物防除・防除法 
（菌類病，細菌病） 
 

217～227 
感染生理，病原性・抵抗性， 
防除薬剤・薬剤耐性， 
生物防除・防除法 
（菌類病，細菌病，植物保護） 

317～328 
分類・同定，検出・診断，防除薬剤・

薬剤耐性，生物防除・防除法， 
その他 

（菌類病，細菌病，植物保護） 
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長の  

・ 部会 に講演 ， 事 の ール 部会 日の発 の ， の

 

・ 発 か の 場 は， 長 の講演 に るか， ージ

に 原 講演 の 多 場 は， のプ ント ウト

，発 に 原 の イル 10 月 6 日（ ） に本年度の関西部会開 事務局の ド

ス（h29 uka p a t.osakafu-u.ac.jp） に 付 るよ  

・ 発 10 分（ 8 分）， 2 分の 12 分の 進  

 

会場 の ス（ の 場は ） 

・ か （5 出 ） よ 南 中百舌鳥 南出  

 か 南東 1 k ，中百舌鳥 13 分，B3 棟 は 23 分 

・南 西出 か 南西 500 ， 6 分，B3 棟 は 15 分 

 

  

 

 

 

部会 の  

・ 受付は， 棟 階南エントランス（東 ） 講演 ， ， よ ， ースの受

日 の受付  

・ の の は 日受付 出  

・ は会場 は に ースは関西部会 の ，部会

に 会場の出 に  

・ 室 ，B3 棟 1 階の 108 小講義室 よ 中  

・ 出る は，講演会場 は かマ ー ードの 定

 

・ は 館 物 に 場 の  

・ は，大学生 の ストラン ，大学 には よ ン エンスス

ト 多  

・ ，部会ス に 出  

発 の  

・ 発 10 分（ 8 分）， 2 分の 12 分 演 多 ，

 

・ スライド は  ows 7， ow o t 2013 に 発 イルは ow o t 2007

の イル （ ppt ） 保 ， ows ow o t 2013，スライド イ は の 4:3

に る の ow o t 2013 成 イル（

ppt）の 換   

・ スライド 成に は，特 ント は ， 部 か

るよ に，小 細か の は  

・ 発 スライドの イル は 発 -発 氏 .ppt （ ，101-東 .ppt ） 発

は ， は  

・ 発 スライドの イルは， ウイルス の ， B に保 ， 

日目の発 は 月 日（火） ， 日目の発 は 月 日（火） に 会場の

受付に 出 ， 出 に B はその場

， の 発 は に  

・ 発 の ow o t スライドシ ーの開始・ は会場 ，発 中のスライド は，

C のキー ードの によ 発 に ， イ イルはパ

ン に の ， る イル  

・ 講演 の 多 場 （ 2 ）は， のプ ント ウト

長に 出 受 る に， 的 原 の イル 10 月 6 日（ ） に， ールに

付 本年度の関西部会開 事務局の ド ス（h29 uka p a t.osakafu-u.ac.jp） 付 ，

受 受  
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座長の皆様へ 

・ 部会前に講演要旨を読み，必要があれば事前のメールや部会当日の発表者との直接打合せ等で，要旨の

訂正をお願いして下さい． 

・ 発表者から要旨の訂正依頼があった場合は，座長用の講演要旨集に赤字で直接記入するか，該当ページ

に訂正原稿を挟み込んで下さい．講演要旨の訂正箇所が多い場合は，訂正要旨のプリントアウトを校閲

し，発表者に対して訂正原稿のファイルを 10月 6日（金）までに本年度の関西部会開催地事務局のアド

レス（h29bukai@plant.osakafu-u.ac.jp）宛に送付するようご指示下さい． 

・ 発表 10分（予鈴 8分），討論 2分の計 12分の時間厳守で進行をお願い致します． 

 

会場までのアクセス（※車でのご来場はお控えください） 

・地下鉄御堂筋線「なかもず駅（5号出口）」および南海高野線「中百舌鳥駅」 

 から南東へ約 1 km，中百舌鳥門まで徒歩約 13分，B3棟までは約 23分 

・南海高野線「白鷺駅」から南西へ約 500 m，白鷺門まで徒歩約 6分，B3棟までは約 15分 

 

  

5
 

5
 



 

＜会場案内＞ 大阪府立大学 中百舌鳥キャンパス B3棟および B1棟 

＊情報交換会への移動はスタッフの案内にしたがってお願いします。 

 

 

 

総会会場：B1棟 2階 東大講義室 

受付時に総会資料をお渡しします。ご足労を

おかけしますが，B3棟で受付後に総会会場ま

でご移動ください。なお，総会終了後 14:50か

ら始まる一般講演は B3棟にて行います。 



第２会場 第３会場

　座長　佐々木　一紀　 (山口大農）　201-204 　座長　三宅　律幸　（愛知農総試)　　301-304

201
イネばか苗病菌Fusarium fujikuroiのGグループとFグループ
のジベレリン産生力の違いの原因遺伝子解明

○稲垣 晋
1
・長坂拓弥

1
・今崎伊織

2
・藤 晋一

3
・柘植尚志

4
・

清水将文
1
・景山幸二

5
・須賀晴久

6
（

1
岐大応生・

2
農研機構東

北農研・
3
秋田県大生資・

4
名大院生農・

5
岐大流域研セ・

6
岐大生命セ）

301
Phomopsis sp.によるトマトホモプシス茎枯病（新称）

○山﨑淳紀・矢野和孝・佐藤敦彦・朝比奈泰史・森田泰彰
（高知農技セ）

202
イネばか苗病菌Fusarium fujikuroi のチオファネートメチル
耐性とβ2チューブリン 遺伝子の変異

○須賀晴久
1
・川畑文子

1
・清水将文

2
・景山幸二

3

（
1
岐大生命セ・

2
岐大応生・

3
岐大流域研セ）

302
Sclerotinia sclerotiorum によるエゴマ菌核病（新称）

○福間貴寿（島根農技セ）

203
シスト発芽阻害物質β-rubromycinを用いたPhytophthora
infestans形態分化機構の解析

○谷 修治・田所千聖・西尾尚堯・東條元昭・炭谷順一・
川口剛司（大阪府大院生環）

303
Pythium およびPhytopythium 属菌によるセダム根腐病
（新称）

○林 美希
1
・須賀晴久

2
・景山幸二

1
（

1
岐大流域研セ・

2
岐大生命セ）

204
ジャガイモへの病原性が低下したBotrytis cinerea変異株群
の他の植物種への病原性の解析

○黒柳輝彦・小鹿 一・佐藤育男・千葉壮太郎・川北一人・
竹本大吾（名大院生農）

304
Pythium myriotylumによるコンニャク根腐病（病原追加）

○田中淳和
1
・松浦昌平

2
・東條元昭

1
（

1
大阪府大院生環・

2
広島総研農技セ）

　座長　池田　健一　(神戸大院農)   205-208 座長　生咲　巖　（香川農試府中果樹研）　305-308

205
イネ科牧草共生菌Epichloë エンドファイトの擬似有性生殖
により作出したHybrid菌株の染色体構成の解析

○三浦里佳・磯部仁美・増中 章
1
・菅原幸哉

1
・佐藤育男・

千葉壮太郎・川北一人・田中愛子・竹本大吾（名大院生農・
1
農研機構）

305
アジサイ灰色かび病菌Botrytis cinereaによる促成栽培の
アジサイに発生した花芽の腐敗症状

○永島 進・塚本俊秀（島根農技セ）

206
コムギ葉枯病菌ゲノムに存在するリンゴ斑点落葉病菌
AM毒素生合成遺伝子クラスターの相同領域の機能

○森 汐理
1
・宮川泰輝

1
・後藤千保

1
・川瀬めぐみ

1
・播本佳明

1
・

花田耕介
2
・児玉基一朗

3
・山本幹博

4
・柘植尚志

1
（

1
名大院生

農・
2
九州工大生物情報・

3
鳥取大農・

4
岡山大院環境生命）

306
大阪府内の植物工場で発生したホウレンソウ生育障害への
Pythium 属菌とOlpidium 属菌の共感染関与の可能性

○西村幸芳
1
・田中淳和

2
・草刈眞一

1
・村井和夫

3
・渡辺玉範

3
・

東條元昭
2
（

1
大阪環農水研・

2
大阪府大院生環・

3
クボタサンベ

ジファーム(株)）

第

第1   1  ( ) 第 会場

　座長　　山口　 志　（ 大院農）　101-104

14 50 101
希 の植物への作用(46) -Alloseを基質とするOsH 5の

素 性質

○松平一志
1
・加野彰人

1
・ 史奈

1
・井  

1
・ 矢将大

1
・福

元健志
1
・  進

1
・ 原明秀

1
・ 森 健

1
・大谷耕平

2
・

小原 明
3
・ 田 

4
・神鳥成

5
・ 田 美

5
・ 村和

1
・

二
1
・秋 和

1
（

1
香川大農

2
松谷化 工 ・

3
三井化 アグ ・

4
総合研・

5
香川大 ）

15 02 102
希 の植物への作用(4 ) tea属植物（ イ ）におい
希 -alloseをリン 化するhe okinaseの 性質の解析

○  夫・  進・大谷耕平・松平一志・島 ・
原明秀・ 森 健・ 村和 ・ 二・秋 和

（香川大農）

15 14 103
希 の植物への作用(48) OsG6P H1 合体構成
タン ク質に い

○大谷 生
1
・ 花

1
・松平一志

1
・加野彰人

1
・  進

1
・大

谷耕平
2
・福元健志

1
・ 原明秀

1
・ 森 健

1
・小原 明

3
・

田 
4
・ 村和

1
・ 二

1
・秋 和

1
（

1
香川大 ・

2
松谷化 工 ・

3
三井化 アグ ・

4
総合研）

15 26 104
低分子化合物および 用資 による植物保 の

発研

○ 坂
1
・山 幸

2
・ 岡美樹

3
・ 岡博文

3
・ 美

1
・

畑中 史
1
・ 坂 理

1
（

1
岡山生物研・

2
東大院農・

3
名大院生農）

　座長　　川崎　 　（ 院大農）  105-108

15 38 105
ュアル 性 質シス ムによる 新 作物保 技

の 発

○ 坂 理
1
・井 博

2
・高野 孝

2
・ 須 

3
・ 紀

1
・

坂
1
（

1
岡山生物研・

2
大院農・

3
理研 S S）

15 50 106
シ イ にお る機 性 の解析

○松村 
1
・野元美佳

1
・ 谷知健

1
・ 木孝

2
・塚

3
・

田
1 4

（
1
名大院生命・

2
中部大応生・

3
名 大農・

4
名大遺伝子）
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希 の植物への作用(4 ) tea属植物（ イ ）におい
希 -alloseをリン 化するhe okinaseの 性質の解析

○  夫・  進・大谷耕平・松平一志・島 ・
原明秀・ 森 健・ 村和 ・ 二・秋 和

（香川大農）

15 14 103
希 の植物への作用(48) OsG6P H1 合体構成
タン ク質に い

○大谷 生
1
・ 花

1
・松平一志

1
・加野彰人

1
・  進

1
・大

谷耕平
2
・福元健志

1
・ 原明秀

1
・ 森 健

1
・小原 明

3
・

田 
4
・ 村和

1
・ 二

1
・秋 和

1
（

1
香川大 ・

2
松谷化 工 ・

3
三井化 アグ ・

4
総合研）

15 26 104
低分子化合物および 用資 による植物保 の

発研

○ 坂
1
・山 幸

2
・ 岡美樹

3
・ 岡博文

3
・ 美

1
・

畑中 史
1
・ 坂 理

1
（

1
岡山生物研・

2
東大院農・

3
名大院生農）

　座長　　川崎　 　（ 院大農）  105-108

15 38 105
ュアル 性 質シス ムによる 新 作物保 技

の 発

○ 坂 理
1
・井 博

2
・高野 孝

2
・ 須 

3
・ 紀

1
・

坂
1
（

1
岡山生物研・

2
大院農・

3
理研 S S）

15 50 106
シ イ にお る機 性 の解析

○松村 
1
・野元美佳

1
・ 谷知健

1
・ 木孝

2
・塚

3
・

田
1 4

（
1
名大院生命・

2
中部大応生・

3
名 大農・

4
名大遺伝子）

－ －



20
異 A 毒素生産に関与する新 トリエン

生合成 素および の遺伝子の

○田中佐和
1
・島

1
・ 木 吾

1
・増中 章

1
・宮本 子

1
・大

谷耕平
1
・  進

1
・柘植尚志

2
・山本幹博

3
・ 村和

1
・

二
1
・秋 和

1
（

1
香川大農・

2
名大院生農・

3
岡大院 科 ）

30
Effects of sno  depth on moss-inhabitin  Pythium  spp. in an
Arctic re ion

○ ama uchi  .
1
 ojo  M.

1
 and ooper  E. .

2
（

1
Osaka Pref.

ni .・
2

i  he Arctic ni . or ay）

208
Alternaria alternata  1825 株が保有するトマチ ー 遺伝子
Aa om1 の病理

○下
1
・ 宮理奈子

1
・ 木

2
・ 原 

1
・有  力

3
・

児玉基一朗
2
（

1
鳥取大農・

2
鳥取 大・

3
農工大院農）

308
イチジク 病菌Phytophthora palmi ora  による幹の腐敗
（病 追加）

○ 山 子・三宅律幸・ 木 ・ 川
（愛知農総試）

　座長　竹本　大吾　（名大院生環）　20 -212 　座長 　神 　 　（ 農技セ)　30 -312

20
トマトアルター リア茎枯病菌にお るAA 毒素生合成
遺伝子クラスターの発 に関 る 因子A 13
A 1 のスプライシングに関与する

○ 木
1
・柘植尚志

2
・児玉基一朗

1
（

1
鳥取 大・

2
名大院生農）

30
シソサ ダニ ( 称) とシソモ イク病の ジソにお る
発生 長

○ 川
1
・伊藤 太郎

1 2
・ 川耕治

1
・三宅律幸

1

（
1
愛知農総試・

2
 ウ ーターセル(株)）

210
MoA o3アルゴノート MoA o1とのsi Aの 合により A
サイレンシングを に する

uyen uyet
1
・松原 愛

1
・池田健一

1
・ 木

2
・

中
1
（

1
神大院農・

2
岡大植物研）

310
ク 化ウイ イドの 木 種にお る 木の生育

ス ージが クへの感染に す

○ 野 介
1
・ 太有里

1
・  史

1
・芳田 大

1
・松下 介

2

（
1
奈 農研セ・

2
農研機構野花研）

211
Buildin  blocks によるい 病菌の 質 遺伝子群の機
能解析

○池田健一
1
・ 川 大

2
・ 田健太郎

1
・中

1

（
1
神大院農・

2
神大農）

311
セラ ク を用いたプラ マによるアブラ 科
黒腐病菌の 菌因子の

○西岡輝美
1
・西村幸芳

1
・三

2
（

1
大阪環農水研・

2
佐賀大院工）

212
Fusarium o ysporum f. sp. cepae の病原性染色体 の
解析

○坂根 ・ 藤 香・佐々木一紀・伊藤 一（山口大農）

312
愛知県にお るシソモ イク病の発生 態の解明と に
基 耕種 を中 とした の

○ 川健太
1
・ 山 子

1
・田中 るか

1
・ 川

1
・

伊藤 太郎
1 2

・ 川耕治
1
・坂紀 

1
（

1
愛知農総

試・
2

 ウ ーターセル(株)）

16 02 10
色 シグ ルが するSA応 性 応

○東井 
1
・野元美佳

1
・ 谷知健

1
・塚

2 3
・

松下
2 4

・ 田
1 5

（
1
名大院理・

2
S が ・

3
名 大院農・

4
九大院農・

5
名大遺伝子）

16 14 108
イネにお る新 ル ン合成 素遺伝子の病理

の解析

○ 生昌樹・ 中美 ・ 佳 ・秋 和 ・ 二
（香川大農）

　座長　　加藤　久晴 （福井県大）　　10 -112

16 26 10
植物 シグ ル伝 に関与するシ イ M 3を
介したグループ  MAP ー の解析

松村美里
1
・永田

1
・中村 子

1
・  香

2
・高 史

2
・

崎一
2
・松岡大介

3
・ 須 

2
・ 村和

1
（

1
香大院農・

2
理研 S S・

3
神大院農）

16 38 110
シ イ mekk1変異体の に関与する

A リ ー SM 2の解析

○ 本 樹
1
・高木 子

2
・ 野 平

1
・Ale ander Graf

3
・ a id

Greenshields
4
・高木 樹

5
・田中 介

6
・久保 太

1
・太治輝昭

・ 崎一
4
・ 内 平

5
・ 須 

4
・ 村和

1
（

1
香大院農・

2

愛 大農・
3
Sainsbury ab.  ・

4
理研 S S・

5
生工

研・
6
東 農大生物資 ゲノム解析セ・ 東 農大 イオ）

16 50 111
シ イ チンリガー P B25 びP B26
ME 1に 合しMAP ー を に する

○小林孝博
1
・久保 太

1
・ 尾 平

1
・ 口 剛

2
・Ale ander

Graf
3
・高 史

4
・ 田

5
・ 崎一

4
・ 須 

4
・

村和
1
（

1
香大院農・

2
科 ・

3
Sainsbury ab.

 ・
4
理研 S S・

5
名大院生命理 ）

1 02 112
植物 プライ ング機構にお るMAP の の解析

○中川 哉
1
・山本剛大

1
・ 田 一

2
・山口 志

1
・川崎 

1

（
1

大院農・
2
マ クスプランク研 所）

－ －

20
異 A 毒素生産に関与する新 トリエン

生合成 素および の遺伝子の

○田中佐和
1
・島

1
・ 木 吾

1
・増中 章

1
・宮本 子

1
・大

谷耕平
1
・  進

1
・柘植尚志

2
・山本幹博

3
・ 村和

1
・

二
1
・秋 和

1
（

1
香川大農・

2
名大院生農・

3
岡大院 科 ）

30
Effects of sno  depth on moss-inhabitin  Pythium  spp. in an
Arctic re ion

○ ama uchi  .
1
 ojo  M.

1
 and ooper  E. .

2
（

1
Osaka Pref.

ni .・
2

i  he Arctic ni . or ay）

208
Alternaria alternata  1825 株が保有するトマチ ー 遺伝子
Aa om1 の病理

○下
1
・ 宮理奈子

1
・ 木

2
・ 原 

1
・有  力

3
・

児玉基一朗
2
（

1
鳥取大農・

2
鳥取 大・

3
農工大院農）

308
イチジク 病菌Phytophthora palmi ora  による幹の腐敗
（病 追加）

○ 山 子・三宅律幸・ 木 ・ 川
（愛知農総試）

　座長　竹本　大吾　（名大院生環）　20 -212 　座長 　神 　 　（ 農技セ)　30 -312

20
トマトアルター リア茎枯病菌にお るAA 毒素生合成
遺伝子クラスターの発 に関 る 因子A 13
A 1 のスプライシングに関与する

○ 木
1
・柘植尚志

2
・児玉基一朗

1
（

1
鳥取 大・

2
名大院生農）

30
シソサ ダニ ( 称) とシソモ イク病の ジソにお る
発生 長

○ 川
1
・伊藤 太郎

1 2
・ 川耕治

1
・三宅律幸

1

（
1
愛知農総試・

2
 ウ ーターセル(株)）

210
MoA o3アルゴノート MoA o1とのsi Aの 合により A
サイレンシングを に する

uyen uyet
1
・松原 愛

1
・池田健一

1
・ 木

2
・

中
1
（

1
神大院農・

2
岡大植物研）

310
ク 化ウイ イドの 木 種にお る 木の生育

ス ージが クへの感染に す

○ 野 介
1
・ 太有里

1
・  史

1
・芳田 大

1
・松下 介

2

（
1
奈 農研セ・

2
農研機構野花研）

211
Buildin  blocks によるい 病菌の 質 遺伝子群の機
能解析

○池田健一
1
・ 川 大

2
・ 田健太郎

1
・中

1

（
1
神大院農・

2
神大農）

311
セラ ク を用いたプラ マによるアブラ 科
黒腐病菌の 菌因子の

○西岡輝美
1
・西村幸芳

1
・三

2
（

1
大阪環農水研・

2
佐賀大院工）

212
Fusarium o ysporum f. sp. cepae の病原性染色体 の
解析

○坂根 ・ 藤 香・佐々木一紀・伊藤 一（山口大農）

312
愛知県にお るシソモ イク病の発生 態の解明と に
基 耕種 を中 とした の

○ 川健太
1
・ 山 子

1
・田中 るか

1
・ 川

1
・

伊藤 太郎
1 2

・ 川耕治
1
・坂紀 

1
（

1
愛知農総

試・
2

 ウ ーターセル(株)）

16 02 10
色 シグ ルが するSA応 性 応

○東井 
1
・野元美佳

1
・ 谷知健

1
・塚

2 3
・

松下
2 4

・ 田
1 5

（
1
名大院理・

2
S が ・

3
名 大院農・

4
九大院農・

5
名大遺伝子）

16 14 108
イネにお る新 ル ン合成 素遺伝子の病理

の解析

○ 生昌樹・ 中美 ・ 佳 ・秋 和 ・ 二
（香川大農）

　座長　　加藤　久晴 （福井県大）　　10 -112

16 26 10
植物 シグ ル伝 に関与するシ イ M 3を
介したグループ  MAP ー の解析

松村美里
1
・永田

1
・中村 子

1
・  香

2
・高 史

2
・

崎一
2
・松岡大介

3
・ 須 

2
・ 村和

1
（

1
香大院農・

2
理研 S S・

3
神大院農）

16 38 110
シ イ mekk1変異体の に関与する

A リ ー SM 2の解析

○ 本 樹
1
・高木 子

2
・ 野 平

1
・Ale ander Graf

3
・ a id

Greenshields
4
・高木 樹

5
・田中 介

6
・久保 太

1
・太治輝昭

・ 崎一
4
・ 内 平

5
・ 須 

4
・ 村和

1
（

1
香大院農・

2

愛 大農・
3
Sainsbury ab.  ・

4
理研 S S・

5
生工

研・
6
東 農大生物資 ゲノム解析セ・ 東 農大 イオ）

16 50 111
シ イ チンリガー P B25 びP B26
ME 1に 合しMAP ー を に する

○小林孝博
1
・久保 太

1
・ 尾 平

1
・ 口 剛

2
・Ale ander

Graf
3
・高 史

4
・ 田

5
・ 崎一

4
・ 須 

4
・

村和
1
（

1
香大院農・

2
科 ・

3
Sainsbury ab.

 ・
4
理研 S S・

5
名大院生命理 ）

1 02 112
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－ －



　座長　 下　 治 （ 府大院生環）　213-216 　座長　川口　章　（農研機構 西 本農研)　313-315

213
Pseudomonas syrin aeの菌体 感知機構の解析（２）

○一瀬
1
・松井

1
・ 賀 博

2
・山本幹博

1
・能 輝

1
・

田和
1
（

1
岡大院環生・

2
大院生環）

313
201 の香川県にお る ウイフルー かいよ 病
bio ar3（Psa3）の発生状 と ウイ にお る
Psa3の発生に い

○生咲巖
1
・藤村俊夫

2
・ 藤 子

2
・川北

3
・ 貴司

4
・

小野壮一朗
5
・松本 一

6
・中村 彦 ・ 岡

8
・秋 和

8

（
1
香川農試府中果樹研・

2
香川農試 所・

3
東 セ・

4
小 セ・

5
中 セ・

6
西 セ・ 香川農 ・

8
香川大農）

214
イネか 枯病菌フラジ リン 株の病原性の解析

○岡本 大・ 川 ・加藤久晴（福井県大）

314
広島県にお る ン かいよ 病菌の 菌

○ 村健太
1
・森田剛成

2
・ 子

2
・ 谷 

1
（

1
農研機構

果樹 部 ・
2
広島総研農技セ）

215
ehmannia mosaic irus 本株の タン ク質の

A12 H130 およびM133Eのア ノ がトマト
植物への に関与する

○ 田拓弥・木場章範・ 史（高知大農）

315
タ とク 茎葉で作 した コン ストの水 出
による植物 生性 に する 果

○  東
1 2

・ oon-hui an
2
・東條元昭

1

（
1
大阪府大院生環・

2
ni . Ha ai̒ i M noa）

216
ed clo er necrotic mosaic irus  ( M ) タン ク質

にお る βシートの 変異解析

○中村 希・三瀬和 ・高野 孝・ （ 大院農）

316
Botrytis cinereaによるニラ 斑葉枯病に する の

果

○矢野和孝・森田泰彰（高知農技セ）

　座長　　高原 　（ 川県大）　113-116

1 14 113
n ol ement of tryptophan-deri ed secondary metabolism in
post-in asi e resistance of Arabidopsis thaliana  a ainst
fun al patho ens

○ osaka  A.
1
 Bednarek  P.

2
 aido  M.

1
 Mise  .

1
 and

akano  .
1
（

1
 Grad. Sch. A ric.  yoto ni .・

2
 Polish Academy of Sciences）

1 26 114
シ イ nsl1 変異体にウリ 炭 病菌が する

の研

○坂井 太・畑 輝・ ・三瀬和 ・高野 孝
（ 大院農）

1 38 115
シ イ と 域か 分 た

olletotrichum tofieldiae の相 作用の解析

○ 間 
1 2

 ・西條 介
1
（

1
奈 大・

2
が ）

1 50 116
A 毒素レセプター遺伝子 物修 タン ク質群の

感 性 種にお る 異 合体化

○島 大谷耕平 小川 可子 田晋 西村
々野  進 村和 二 秋 和

（香川大農）

－ 1 －
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による植物 生性 に する 果

○  東
1 2

・ oon-hui an
2
・東條元昭

1

（
1
大阪府大院生環・

2
ni . Ha ai̒ i M noa）

216
ed clo er necrotic mosaic irus  ( M ) タン ク質

にお る βシートの 変異解析

○中村 希・三瀬和 ・高野 孝・ （ 大院農）

316
Botrytis cinereaによるニラ 斑葉枯病に する の

果

○矢野和孝・森田泰彰（高知農技セ）

　座長　　高原 　（ 川県大）　113-116

1 14 113
n ol ement of tryptophan-deri ed secondary metabolism in
post-in asi e resistance of Arabidopsis thaliana  a ainst
fun al patho ens

○ osaka  A.
1
 Bednarek  P.

2
 aido  M.

1
 Mise  .

1
 and

akano  .
1
（

1
 Grad. Sch. A ric.  yoto ni .・

2
 Polish Academy of Sciences）

1 26 114
シ イ nsl1 変異体にウリ 炭 病菌が する

の研

○坂井 太・畑 輝・ ・三瀬和 ・高野 孝
（ 大院農）

1 38 115
シ イ と 域か 分 た

olletotrichum tofieldiae の相 作用の解析

○ 間 
1 2

 ・西條 介
1
（

1
奈 大・

2
が ）

1 50 116
A 毒素レセプター遺伝子 物修 タン ク質群の

感 性 種にお る 異 合体化

○島 大谷耕平 小川 可子 田晋 西村
々野  進 村和 二 秋 和

（香川大農）
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第２会場 第３会場
　座長　高野　 孝　（ 大院農）　21 -221 　座長　内 　 一　（ 農技セ）　31 -320

21
mlo 変異によるオオムギ 病菌 性の解析

○長野眞 1・和原 1・井 1・久野 2・小林 平1・

山岡 人1・中神 史3・ 野孝1（1 愛 大農・2 岡大植物

研・3 理研 S S）

31
レタス 病に する 種 の およびセルトレイ

理の 果

○  幹生（香川農試病害 所）

218
オオムギ 病菌エフ クターAPE 1の機能解析

○井 1・ 井 博1・香口 1・小林 平1・山岡 人1・

中神 史2・ 野孝1（1 愛 大農・2 理研 S S）

318
イネ 病菌 i rospora ory ae 本 ア シスト ンに
感 性 フラメト ルに 感 性で る

○ 井 夫・黒崎 敦・村 二朗（ 大）

21
アブラ 科植物炭 病菌エフ クターと の ラ グを
コードする遺伝子領域の構 解析

○林 1・ ichard O onnell2・ 原 1（1 川県大院・
2 A-A roParis ech）

31
和 山県内で した ン かび病菌 かび病菌
および かび病菌のチオファネートメチル イ ノクタジン

感 性

○ 藤 葉1・井  2・ 田知明1・中 一 1（1和 山県果

試・2和 山県農 環境・鳥 害 ）

220
病葉におい 性の遺伝子発 ターンを す

Blumeria raminis  f.sp. tritici エフ クター 遺伝子群

○ 田健太郎1・ 尾 子1・ 森和昌2・ 野博史2・

宅 3（1神戸大 合・2 岡大院総合科 ・
3神戸大院農）

320
ムギ かび病菌のベン イ ダ ール 耐性変異の
AMP-F P による 出

○ 村 1・川  拓2・中 香織2・須賀晴久3・中島千晴1

（1三 大生資・2三 農研・3岐大生命セ）

座長　野 山 孝司　（農研機構 西 本農研） 321-324

　
221
コムギい 病菌に する新 性遺伝子の

○ an  S. .1・ 一郎1・ y  . .P.1・井 博1 2・

中 い み1・ 佐幸 1（1神戸大院農・2  大院農）

321
AMP による 有害菌Phytophthora ramorum

P. kerno iae およびP. lateralis の 異 出

○ 野 香1・大 佳 子1・須賀晴久2・景山幸二1

（ 岐大流域研セ・2岐大生命セ）

座長　 野　 　（島根大生資） 222-224

222
ブ コリー黒腐病に する 病原性 anthomonas 属 菌と

ク リオファージの み合 果

○永井 史1 2・三宅律幸1・ 川 一2（1愛知農総試・
2 岡大 院）

322
Pythium irre ulare のマイク サ ライトマー ーの作出

○ 田 1・景山幸二1・須賀晴久2（1岐大流域研セ・
2岐大生命セ）

第２

第2  20 （水） 第 会場
　座長　能 　 輝　 (岡大院環生)　11 -120

30 11
ジャスモン によ るイネ 葉枯病 機構に

因子で る M F1の機能解析

○ 治 1・藤井 み2・ 生昌樹2・山田 子2・

秋 和 1 2・ 二1 2（1愛 大農・2香川大農）

42 118
イネジャスモン シグ ル伝 機構にお るOs A1 合
タン ク質OsFHA1の機能解析

○岡本 1・ 原 太1・ 治 2・田中 1・ 中美 1・

秋 和 1 2・ 二1 2（1香川大農・2愛 大農）

54 11
イネのジャスモン シグ ル伝 機構にお るOs A1

合タン ク質で るOsS O1aの解析

○ 原 太1・岡本 1・ 治 2・田中 1・ 中美 1・

秋 和 1 2・ 二1 2（1香川大農・2愛 大農）

10 06 120
ジャスモン 応 性 発性物質で るサリチル メチルの
イネ 葉枯病 性にお る

○ 中美 1・田中 一朗1・谷口し 2・秋 和 1 2・

二1 2（1香川大農・2愛 大農）

　座長　 村　和  　(香川大農)　121-124

10 18 121
イネの チン応 にお るOsPB 1-Os 45を介した

機構

○ 田修 1・ 藤 1・井 健人1・原田健一2・一 太1・

村 美1・山口 志1・児 長 郎2 3・川崎 1（1 大院農・
2大阪大 研・3 大院工）

10 30 122
イネ病原菌 体 a1による A エフ クターの

機構の解明

○ 藤 ・大内俊和・ 谷眞 ・山口 志・ 村 美・
川﨑 （ 大院農）

－ 12 －
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223
化マグネシウムによるトマト 病の発病

○藤川 1・佐々木一紀1・太田 紀子1・境 昭二2・

伊藤 一1（1山口大農・2山口大 O）

323
PA を用いたトマトかいよ 病菌の か の 出と

元 毒の 理 と 間の

○清水佐知子1・ 原 二1・竹原 明2（1広島総研農技セ・
2農研機構西 本農研）

224
レタス グベイン病 発 場にお る 元

毒 理 の 果

○ 本 1・佐藤泰三1・田村 1・山下 1・竹原 明2

（1 島農総技 セ・2農研機構西 本農研）

324
トラ プを用いたリアルタイムP による シ 病菌

子の 出・ 技 の 発

○今井健司（ 島農総技 セ）

　座長　竹原　 明　（農研機構 西 本農研）　225-22 　座長　清水　将文　（岐大応生）　325-328

225
奈 県にお る ク と病の発生状 と 毒および

菌 による 果

○芳田 大1・ 野 介1・ 川 加2（1奈 農研セ・
2奈 北部農林）

325
ン 果 への 保存 による ン
かび病および かび病の発病 果

村本和 1・○中村 香2・ 彦2・西岡 理2・宮田明 2

（1山口県 農林 所・2山口県農林総合技 セ
セ）

226
アセチル化グリセリド（ベ タ チ ）の による
トマト でのタ ココ ジラ と 色異 果の 果

○松浦昌平1・加 2・北村 史 3・ 部 4（1広島総研

農技セ・2 原産 ・3農研機構九州 農研・4理研B ）

326
種 生物農 による ウイフルー かいよ 病の

果

○加藤 1・ 山 子1・須崎 一2（1 岡農林研果研セ・2

農研機構果樹 ）

22
資 の 用がイチゴ 病に する （ -B）

の 果を増 する

○内 一1・田中 1・三浦 晴1・神 1・佐藤 2

（1 農技総セ・2農研機構野 花 ）

32
生物ライブラリーを 用したイネい 病の に

い （4）

○田村 子1・新里尚 2・木原淳一1・ 野 1 2

（1島根大生資・2 大 生研）

328
Streptomyces 属菌S S1株による ュウリ病害の に

い

○Ganphun  attrikorn・田村 子・木原淳一・ 野 
（島根大生資）

10 42 123
ベンサ ア の b PO1Aと b PO2 ジャガイモ 病菌
感染 の病害 性 を に する

○水野 里・佐藤育男・千葉壮太郎・川北一人・竹本大吾
（名大院生農）

10 54 124
応 にお る OSセンサータン ク質の関与

○稲田太一1・ 広明2・ 岡美樹1・ 岡博文1

（1名大院生農・2セン ベリーラボラトリー）

　座長　木場　章範　 (高知大農)　　125-128

11 06 125
病原性 hi obium itis  A -1株がブドウの 性

関 遺伝子発 に与 る に い

○川口 章1・能 輝2（1農研機構西 本農研・
2岡大院環生）

11 18 126
病原性 hi obium itis  A 03-1株の培 清が

ブドウ根 が し 病菌に す

○ 藤 1・渡  1・松井 1・山本幹博1・一瀬 1・

田和 1・川口 章2・能 輝1（1岡大農・2農研機構西 本
農研）

11 30 12
エンドウ 病菌ータルウマゴ シモ ル相 作用の

子 による

木 子1 2・ 田 1・ 瀬昌 1・一瀬 1・ 紀1 3・

田和 1（1岡大院環生・2 本 子大理・3  岡山生物
研）

11 42 128
ササゲにお る オ シダ ブ ースト 応の
分子機構

川 矢1・佐藤 高1・高須 1・松尾 佳2・

松井 1 2・能 輝1 2・山本幹博1 2・一瀬 1 2・

紀1 2 3・ 田和 1 2（1岡大農・2岡大院環生・
3  岡山生物研）

－ 1 －
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10 54 124
応 にお る OSセンサータン ク質の関与

○稲田太一1・ 広明2・ 岡美樹1・ 岡博文1

（1名大院生農・2セン ベリーラボラトリー）

　座長　木場　章範　 (高知大農)　　125-128

11 06 125
病原性 hi obium itis  A -1株がブドウの 性

関 遺伝子発 に与 る に い

○川口 章1・能 輝2（1農研機構西 本農研・
2岡大院環生）

11 18 126
病原性 hi obium itis  A 03-1株の培 清が

ブドウ根 が し 病菌に す

○ 藤 1・渡  1・松井 1・山本幹博1・一瀬 1・

田和 1・川口 章2・能 輝1（1岡大農・2農研機構西 本
農研）

11 30 12
エンドウ 病菌ータルウマゴ シモ ル相 作用の

子 による

木 子1 2・ 田 1・ 瀬昌 1・一瀬 1・ 紀1 3・

田和 1（1岡大院環生・2 本 子大理・3  岡山生物
研）

11 42 128
ササゲにお る オ シダ ブ ースト 応の
分子機構

川 矢1・佐藤 高1・高須 1・松尾 佳2・

松井 1 2・能 輝1 2・山本幹博1 2・一瀬 1 2・

紀1 2 3・ 田和 1 2（1岡大農・2岡大院環生・
3  岡山生物研）

－ 1 －
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